
 

　 はちおうじ総務相談所の長岡です。10月の後半は雨が
多く、気温も一気に下がった気がします。みなさま風邪な
ど引かれておりませんでしょうか。 
　 関東では10月22日の夜遅くから台風が接近し、八王子
でも大雨警報等が発令されたのですが、その日の日中、私
は池袋で中小企業診断士の２次試験を受けておりました。 
　中小企業診断士は、よく「経営コンサルタントの国家資
格」と説明されます。「診断士」だと、何をする人かイメー
ジしづらいからでしょうか。いわゆる「士業」の一つです
が、独占業務はないに等しく、無資格コンサルタント等も含めて実力勝負の世界みたいです。 
　 そんなこともあって、診断士に受かっただけで独立する人は少なく、もともとコンサルタ
ントの人が箔を付けるために受けたり、会社勤めの人が能力開発のために受けたりと、そん
なパターンも多いようです。私もどちらかというと、前者の部類に入るのでしょうか。 
　 そんなわけで、資格を取ったからといって何かが大きく変わるわけでもないのですが、そ
れでも今年で３度目の挑戦となっています。しかも、２次試験に２回落ちると１次からやり直
しなので、今年は８月の１次試験から受け直しました（がんばったアピール）。 
　 やはり、ここまで来たら合格したいのが正直なところです。ただ、それだけでなく、勉強
自体が役立っている実感があるからこそ、受験を続けられているのかもしれません。１次の対
策では中小企業支援に役立つ知識を学べますし、２次では論理的な思考力が鍛えられます。 
　 まだ合格できていないのは、それらの力が足りていない証拠でしょう。つまり中小企業の
支援者として実力不足ということですから、ここは踏ん張りどころではないかと。でも、ひ
とまず合格発表までは勉強を休もうかなと考えている今日この頃です。
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３度度⽬目の診断⼠士試験を終えて

今⽉月の予定（2017年年11⽉月）
 12日（日）行政書士試験 
　受験生のみなさまが実力を出し切れるよう祈っております。

休憩時間のトイレが⼤大混雑でした。



今⽉月の推薦図書
　 医療法人の設立支援を業務として扱う気はなく、問い合わせをいただくこともまずないの
ですが、多少の知識は仕入れておくに越したことはないでしょう。普段はあまり読まない分
野の本にも触れることによって、新たな発見があるかもしれませんし。 
　 設立の手続自体については、NPO法人をはじめとする非営利法人に近いものがありそうで
す。ただし、都道府県への認可申請がかなり特殊なようで、ここはやはり専門の行政書士が入
らないと、順調に進めていくことは難しいのではないかと感じました。 
　 いわゆる「法人成り」の場合は節税が動機であることも多いでしょうから、そこに税理士
さんがからんでくるのは当然です。しかし、許認可にも精通している税理士はまれでしょうか
ら、株式会社などと同じ感覚で手伝ってしまうと、収集がつかなくなることもあるそうな。
無資格のコンサルタントなどが裏で作成支援をして、混乱を招くケースもあるようです。 
　また、申請を受け付ける行政の窓口も様々で、その対応にも苦労している様子が伝わってき
ます。「行政書士あるある」な感じで、なかなか興味深く読ませてもらいました。

今⽉月の推薦映画

　 ようやく診断士の２次試験が終了しました。今年で３回目ということで、モチベーション
を維持するのがなかなか大変です。そんなわけで、自分を奮い立たせようと、試験前に映画館
で『ドリーム』を見てきた……ということにしておきます。 
　本番は、最終科目の「財務・会計」が史上最高級に難しく、最後は時間との闘いもあって、
肉体的にも精神的にもかなり疲れましたね。落ちたら１年後にまた試験ですが、とりあえず
しばらくは休もうかと。いろいろ本も読みたいですね。あと、映画もいろいろ見たいです。

編集後記
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『医療療法⼈人の設⽴立立認可申請ハンドブック』⻄西岡秀樹・岸部宏⼀一  
 　藤沼隆志・佐藤千咲  著 　2017年年 　⽇日本法令令

『ドリーム』  
 　セオドア・メルフィ  監督 　2016年年

　1960年代初頭のアメリカが舞台です。日本でいうと、『三丁目の夕日』のころでしょうか。
有人宇宙飛行をどちらが先に実現するか、アメリカとソ連が国の威信をかけて競っていた時
代に、NASAで働いていた３名の黒人女性を中心に話が進んでいきます。 
　 当時は白人と有色人種とで、バスの座席やトイレ、そして図書館で借りられる本までもが
別々だったみたいです。そんな時代に、黒人、しかも女性が組織の中でそれなりの地位を築い
ていくためには、様々な困難を乗り越えなければならなかったようです。 
　 ３人はもともと、検算などを行う補助的な部門を担当していました。そこからマネジャー
やエンジニアなどに昇進・昇格していくわけですが、その際に立ちはだかる人種や性別の壁を
情熱と行動力で乗り越えていく様子が、とにかく見ていて痛快な作品でしたね。 
　 ちなみに、彼女たちが担当していた「計算手」という職業は、コンピュータの登場によっ
て消えてしまったようです。そう考えると、あと何年か経ったら、「書類の作成代行をわざわ
ざ人間がやっていた時代の話」みたいな映画が生まれるのかもしれません……。
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